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９５年夏の研修会を総括する

年を越してしまわないうちに、９５年の夏の研修会を
総括しておきたいと思います。中山教授による中央研
の総括と、余田による各地の研修会を含めた全体総
括の二部構成でお送りします。内留生の太田先生に
よる中央研の報告（４ページ）も併せてお読み下さい。

中央研修会の総括 ........................ 中山和彦

95年度の中央研修会は、８月４日から６日にわたっ
て、例年と同じように栃木県矢板のシャープ研修所で
実施された。今回の特徴は、Ａ・Ｂの２つのコースがつ
くられ、それぞれが独立した研修を行ったことである。
ＡコースはＣＡＩの初心者を対象にしたコースで、Ｂコー
スはこれまでにＣＡＩを実践している教師が、新しく開
発されたスタディノートについて学ぶコースである。
ＣＡＩは、一人一人の学習者が主体的に学習をする
ことにより、学習目標として示された内容の完全学習
を目指すものである。そのためコース作成に先立っ
て、学習すべき内容・事項を徹底的に分析し、詳細な
行動目標として書き記すことが必要である。また、どの
ようなレディネスをもっていなければならないか、本当
にもっているかどうかを知ることも重要で、診断テスト
を作成して学習者の実態を知ることが必要になる。
Ａコースでは、行動目標の作成に特に時間とエネル
ギーをかけた。このときの様子については、太田先生
の報告を読んでいただきたい。
最後の発表会では『これが始めてコースを作った先
生の作品か』とびっくりするものが多かった。帰校後、
自分のコースを完成させた先生方も何人かおり、もう
少しでＥＣＯ Ｎｅｗｓにのせられる立派なものも作られて
いる。それ以外の先生からも、目標分析の経験によっ
て、自分の普段の授業を見直すことができた。また、一
人一人の学習者に留意をすることができるようになっ
たとの手紙が沢山よせられている。
Ｂコースは、子どもたちの情報発信能力や情報活用
能力を育てるために開発されたスタディノートについ
て学び、実習・体験することを中心に行われた。
ＣＡＩが学習者が個人として用いることを目的に開
発されたのに対して、スタディノートは学習者がグルー
プとして用いることを前提にして作られた、グループの
知的生産性を高めることを目的にしたグループウェア

と呼ばれるシステムである。
スタディノートでは、子どもが自分のノートに書き込む
ような感覚で作成した情報を、手紙を発送するような
感覚でしかもそれより簡単に相手に電子メールとして
発信したり受け取ったりすることができる。また、みんな
に知らせたい情報は、電子掲示板として掲示すること
もでき、掲示された文を皆で共同して添削したりするこ
ともできる。その他、学級全員で共同してデータベース
を作成し、皆で使うことができる。
Ｂコースでは、ネットワークの教育利用についての動
向についての講義、実践発表、ネットワークに関する技
術講習などが行われた。そして最後に、スタディノート
を使った授業の指導案を作成し発表することが課題
として課せられた。
スタディノートはいろいろな教科、いろいろな方法で
用いることができ、アイディア次第でいろいろな形での
活用が可能である。そのため、研修成果の発表では
面白い指導案が幾つも披露された。
Ｂコース参加者が、パイオニアとなって、情報ネット
ワーク時代を先取りした、新しい形の学習を実現させ
ていかれることを期待している。

来年度の研修会へ向けて.............. 余田義彦

研修方法で見られた工夫
今年も各地の研修会で、研修方法に新たな工夫が
見られました。そのうちの幾つかを紹介します。
①ワークシートの掲示（中央研）
これはインストラクターを務めた内留生のアイデアで
す。これまでは、研修会でワークシートを使い終わる
と、インストラクターが回収し、内容をチェックした後、
受講生へ返却するようにしていました。今回は、そのコ
ピーを休憩場所に設置した掲示板で公開するようにし
たのです。これは予想以上に有効でした。受講生の多
くは、休憩時間に他の人のワークシートを関心をもって
読んでいました。
②本物のＣＡＩ授業の公開（福井県大野市）
大野市の研修会では、研修プログラムの中で、本物
のＣＡＩ授業が公開され、それを参観しました。この試
みは、ＣＡＩを正しく理解してもらううえで、たいへんに有
効でした。本物の迫力は、何ものにも代え難いものが
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あったようです。子ども達の楽しそうな表情は「ＣＡＩの
有効性」を、授業者の振る舞い方は「ＣＡＩ授業での先
生の役割」を正しく理解してもらううえで役立ちました。
③寸劇を取り入れた模擬授業（埼玉県坂戸市）
坂戸市の研修会では、「ＣＡＩ授業での先生の役割」
についての研修で寸劇が取り入れられました。“よくい
る困った先生”が次々に演じられ、会場中でクスクス
笑う声が絶えませんでした。受講生を引き込み夢中に
させる工夫は他にも随所にあり、楽しみながら力がつ
く研修になっていました。

▲模擬授業で「ハーイ、先生！」（坂戸市）

２．残念に思えたことがら
この夏の研修会は、概ね成功でした。しかし、問題
がまったくなかったわけではありません。他の地域でも
起こりえる問題を取り上げ、コメントを加えておきたいと
思います。
①日程の調整不十分
中央研や学会と日程が重なっため、ＥＣＯ Ｎｅｗｓが
お手伝いできなかった地域が幾つかありました。講師
派遣を希望される地域は、日程の調整が必要です。
要望だけでも、早めにＥＣＯ Ｎｅｗｓへお伝え下さい。
②企画担当者の引継不十分
研修会の企画担当者が前回と替わった地域で、引
継が不十分であったため、研修が大幅にレベルダウ
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ンしかけた地域がありました（注．直前に立てなおしが
図られましたので、結果的には大成功を納めました）。

企画担当者が代わる度に、振り出しに戻るようでは進
歩がありません。異動や世代交代を想定し、次の担当
者を育てるよう心掛けて下さい。
③受講生への配慮に欠けたインストラクター
ある研修会に参加した方から、「研修中、隅の方で、
インストラクターたちがずっと雑談をしており嫌な感じ
だった。」という話しを聞きました。雑談でなく、打ち合
わせだったのかもしれませんが、受講生への配慮が
欠けていた点については反省する必要があります。

３．来年へ向けての展望
これから研修会を企画される皆さんにお願いしたい
ことを、あげておきます。
①参加者のフォローアップ研修を！
研修会に一度参加した先生方のための、フォロー
アップ研修がそろそろ必要になってきています。自分
でやりはじめると、わからないことや戸惑うことが色々
と出てくるものです。そしてその問題点は、人により
様々で同じではありません。フォローアップ研修では、
個々の受講生が抱えている問題を的確に把握し、そ
れに応じた研修を用意して行く必要があります。
②実績がある地域では研修内容の多様化を！
技術の進歩にあわせ、コンピュータの利用範囲はど
んどん広がっています。たとえば、スタディシリーズに
限っても、タイムとライターがWindows版でマルチメ
ディア対応になりました。また、エバルやノートなど新し
いタイプのソフトも生まれてきています。研修会を数年
以上続けてきた地域では、初心者向けのＣＡＩ研修に
加えて、ＣＡＩの応用・発展的な研修、ノートなど新しい
タイプのソフトを活かしきるための研修なども用意する
ことを考えてみて欲しいと思います。
③後継者の育成や仲間のネットワーク作りを！
残念に思えた点の②に関わることですが、コン
ピュータ教育は、指導主事や特定の先生が孤軍奮闘
されているだけでは長続きしません。各地域で、計画
的にインストラクターの仲間を増やし、指導者層を厚く
して行って下さい。

●インターネットで入手できる情報
インターネットでは、様々な情報を入手できます。で
すから、インターネットで遊んでいると、とても楽しくて、
つい時間が経つのを忘れてしまいます。
例えば、アメリカのある博物館ではそこにある標本
のほとんどを写真に撮って載せてあります。また、ホワ
イトハウスのＷＷＷにつなぐと、大統領のメッセージを
文字だけでなく音声でも聞くことができます。ＮＡＳＡの

ＷＷＷでは、ロケットが飛んでいくところをムービーで
見ることもできます。
それから、プロジェクト・グーテンベルクという試みも
注目したいものの一つです。このプロジェクトでは、世
界の古典の全文をコンピュータに入れておき、誰でも
必要な人が引っぱり出して使えるようにしています。
他にも、インターネットでは、エンサイクロペディア・
ブリタニカやシソーラス（注６）などが使えるようになっ

インターネットとこれからの学校教育－２　中山和彦
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ています。最近は社会の変化が速く、少し古い百科事
典だと使えなくなっています。百科事典は年に数回し
か使わないものです。ですから、その価格を１０年分ぐ
らいの使用回数で割ると、１回使うのに５，０００円くらい
払っている計算になります。ですから、インターネットで
お金を払っても、最新の百科事典を使えた方がよいと
いう発想が出てくるのです。インターネットは、情報源、
図書館としても非常に大きな意味があります。

●利用者に求められる情報倫理
インターネットは、特定の機関や人が管理しているも
のではありません。ですから、やろうと思えば勝手なこ
とができます。
例えば、（先ほど話した）ニュースでも、とんでもない

ものを載せる人がいます。そのため、最近、廃止したり
制限を加えようと言う声が出てきているぐらいです。自
由にみんなが使っていいということになっているため、
その分、情報を発信する人がそれなりのマナーを持た
ないといけなくなっているのです。
パソコン通信でもひどい個人攻撃をする人がいま
すが、ホスト局を運営している会社が管理を行い、被
害を何とか押さえています。インターネットでは、そのよ
うな意味での管理はあまり行われていません。利用者
の良識にまかされている部分が大きいのです。そのた
め、情報無法地帯になりかけています。
これからは、たくさんの情報の中から、自分に必要な
情報を得て判断して活用していく情報活用能力が必
要になります。そして、それと同時に情報倫理も必要に
なってきます。

●インターネットと英語
ところで、インターネットで得られる情報はほとんど
が英語によるものです。ですから、日本の場合、高校
あたりでも授業でインターネットを情報源として使って
いくのは難しいだろうと思います。
昨年２カ月間、環境学習で世界の子供たちと対話さ
せるため、小学生にインターネットを使わせた経験が
あります。KIDLink（注７）というプロジェクトを利用し
ての実践でした。
この実践では、子供たちが書いたものを、大学院生
が英語に直して送るようにしました。そして、向こうから
来たものも、大学院生が日本語になおして子供に渡
すようにしました。２カ月後に子供たちが環境に対して
の見方がどのように変わったかを調べたら、ものすご
い変化がありました。狭い視野で考えていたのが、も
のすごく広がったのです。インターネットを利用した授
業は、このように手助けをする人がいればいろいろで
きると思います。
向こうの子供たちの英語はひどいものです。それで

も、何とか意味は通じるのです。こちらも少しぐらい間

▲子供による情報発信の例（MidLink Magazine）
10～15才の子供たちが、大学の支援を受けて、
インターネットで電子的に雑誌を発行している

違ってもかまいません。勇気をもって英語の情報を発
信していくことが大切です。

●これからの課題
英語を話している国の場合、インターネットは既に教
育で役立つ道具になっていると思います。しかし、日
本の学校で役立つかどうかは、まだわかりません。
国内でも、色々なデータベースやＷＷＷサーバーが
あり、授業で使えそうな資料もあります。当面は、それ
をうまく使っていくことが必要です。
それから、子供たち自身に情報を発信させることも
考えていく必要があります。アメリカでは、インターネッ
トの中で子供が必要な情報を集め、それでも足りな
かったら、問い合わせのメールを出すようにしていま
す。それをもとに作ったレポートなどが公開されてお
り、中には結構おもしろいものもあります。日本でもそう
した状況を作っていく必要があります。日本国内で利
用できる日本語の情報資源を構築していかないと、イ
ンターネットと騒いでも意味のあるものになりません。

注釈
（６）シソーラス：類義語や意味の包含関係など、用語の関

連を表した辞書
（７）Emailの同胞通信機能を使って、世界中の子供たちが

情報交換できるようにしたプロジェクト。

滑川中学校が優良学校で表彰されました
インテリジェントスクールとして有名な滑川市立
滑川中学校が、富山県教育委員会教育功労者
等表彰で、優良学校として表彰されました。表彰
理由は、「パソコンの校内ネットワークやＣＡＩと
チームティーチングを組み合わせた授業の開発
などに取り組み、生徒の情報活用能力の育成に
優れた成果をあげている」ということだそうです。
おめでとうございます。
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■コースをＥＣＯ Ｎｅｗｓへ寄託された先生方へ…
A A A

　Win版スタディライターを無償でご利用頂けます！
スタディシリーズのWindows版が来年２月に発売さ
れます。（前号では１２月と案内しましたが、少し遅れる
ようです）。
ＥＣＯ Ｎｅｗｓでは、自作コースを教材ライブラリへ寄
託された方で、Windows版へのコース改訂に挑戦し
てみたいと考えておられる方に限り、スタディライター
for Windowsを無償でご利用いただけるようにしまし
た。ご希望の方は、ＥＣＯ News係までご連絡ください。

ニュース Ｎｏ．２４　１２/２２
極的な姿勢に変わられたことです。
そうした変化のきっかけは、行動目標の研修にあっ
たように思います。学習目標を徹底的に洗い出し、「で
きる」「できない」のレベルにまで掘り下げ、構造化する
ことは、普段の授業においても必要なことです。です
から、スタッフ全員、ここでは一番力を注ぎました。そし
て、最終チェックでは、中山先生が直接面接して、受
講生全員の行動目標を一つ一つ指導されました。
この部分の研修は、２日目の朝から始め、午後７時半
全員が合格するまで続きました。受講生にとって一番
の難所だったように思います。教育目標が曖昧なまま
で授業をしていることが多い中、この経験は、自分自
身の授業の組み立て方を問い直す、よいきっかけに
なったのでないでしょうか。
行動目標ができてしまえば、コース作りは半分以上
終わったようなものです。フローチャートを書き始め
コーディング用紙を書き上げ、コンピュータに向かうま
でにそれほど時間はかかりませんでした。先生方は、
時が経つのを忘れてコース作成に没頭し、研修終了
時刻を過ぎても研修室に残って、午前２時過ぎまで頑
張られました。
３日目の発表会の内容の素晴らしさは言うまでもあ
りません。発表のとき、どの先生の顔にも満足そうな笑
みと自信がみなぎっていました。
中山先生から「中央研のＡコースは、内留生６名がメ
インスタッフだ」といわれ、私たちは４月から研修会の
準備を進めてきました。
研修が終わり、会場を去られる先生方の横顔を見な
がら、お役にたてたことへの充実感を味わいました。
ありがとうございました。

No. 科目 学年 コース名 ｻｲｽﾞ 作成機関・作成者 児童・生徒の活動とコンピュータの役割
90 算数 小5 分数の 318kB 神戸市 まちがえると、ステップを細かくして出題されるので

大きさくらべ 小学校教育研究会 児童は自分の能力に 応じて通分の学習を進め、分母の
教育工学グループ 違う分数の大きさを比べることができるようになる。
　　岡本正廣、 ＥＣＯ登録コースの「倍数と公倍数」→「分数島」に
　　山本正彦 つづいてシリーズで学習すると効果的。 

91 社会 小３ 神戸のびのび 952kB 神戸市立 神戸市内のさまざまな施設めぐりを擬似体験するコー
小４ 　ｱﾄﾞﾍﾞﾝﾁｬｰ 南落合小学校 ス。より多くの施設をめぐるためには、いろいろな交

　　岡本正廣 通機関を乗り継ぐ必要があり、高度に発達した神戸の
交通網について学習できる。こうした公的交通機関の
少ない地域の児童にとっても、貴重な体験を与えてく
れる。

中央研Ａコースのインストラクターを務めて
太田宏（筑波大学学術情報処理センター内地留学生）

私たち内留生は、Ａコースのインストラクターを務め
ました。今回、よかったと感じたことは、二つあります。
一つは、「本当に自分にもできるのかなと初めは不
安だったが、入力したものが実際に動いたときは何と
もいえないものがありました。」という感想が多かったこ
と。自分も『やれば、できるんだ』という感激を多くの先
生方に味わってもらえたことです。
もう一つは、必要に迫られて仕方なく参加したという
先生が、「時代の流れだから仕方ないか、何も機械で
指導しなくても・・・」という、それまでの考え方を改め、
参加してよかったと思ってもらえたことです。そして、
「もう少し日数をかけて教えていただき、もっと自信を
持って学校へ戻れるようになりたかった。」と、ＣＡＩに積

編集後記　今年も年末ぎりぎりの発行になり
ました。寂しくなったセンターで、中山教授を
はじめ、わずかなスタッフで、ＥＣＯ Ｎｅｗｓの封
筒詰めや切手貼りをするのが恒例になりかけ
ています。皆さま、よいお年をお迎え下さい。

　連絡先
〒３０５　つくば市天王台 1-1-1　筑波大学
学術情報処理センター４Ｆ　ECO News係
Tel. 0298-53-2454
Fax. 0298-53-2983
Email:HGE02365@niftyserve.or.jp

ＥＣＯ Ｎｅｗｓ Ｎｏ．４３で紹介したコースウェアのコース名および内容に間違いがありました。
正しくは、下記のとおりです。会員の皆さま、コース作成者の皆さまに、ご迷惑をおかけ致し
ました。お詫び申し上げます。

お詫び


